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   The non-ionic and low-osmotic pressure contrast media  Iopamilon 370 was used on 20 
outpatients who had not been found to have abnormal renal function. The results were 
compared with those obtained with Urographin (76%), currently used at our department, on
13 of the 20 patients. The nephrograms and renal pelvis obtained using  Iopamilon 370 
tended to have a clearer contrast than those obtained with Urographin. No side effects were 
produced. 
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は じ め に

















溶 性 溶液 で あ る。37℃ に おけ る粘 稠度 は9.4cps,
pH6.5～7.5で,diatrizoate(76%ウロ グラ フ ィ ン)
とほ ぼ 同 じで あ る.0.9%生 理 食 塩 液 に対 す る浸 透圧
比 は2.7,76%ウ ログ ラ フ ィ ンは9で あ り,ウ ログ ラ
フ ィ ンに 比 べ 約1/3の浸 透 圧 で あ る.
対 象 症 例
1983年6月に京 都 大 学 医学 部 附 属 病 院泌 尿 器 科 外来
を 受 診 し,腎 機 能 検 査 に 異 常 の な い男 性7例,女 性13
例 の20症例 で あ る.年 齢 は22歳か ら77歳 平 均55歳で
あ る.性 別,年 齢 別 分 布 はTable1に 示 す ・ 疾 患 別




Fig.1.イ オ パ ミ ロ ン370(iopamidol)の構 造 式
432 泌尿紀要30巻3号1984年
Table2.疾患 別 分 布
疾 患 名 例数






























Table3。判 定 基 準
判定基準
判定部位 ネ フ ロ グ ラ ム 腎 杯,腎 孟 尿 管 膀 胱
(帯)







コン トラス トは劣 るが
診断が可能なもの
腎実 質,腎 の輪郭 とも 腎杯,腎 孟 の細部 まで 尿管全体 が連続 して造




腎実質,腎 の輪郭の一 腎杯,腎 孟 の一部 がや 尿管の一部 がやや不鮮 膀胱 内部 の一部 がや や




腎杯,腎 孟の一部 しか 尿管の一部 しか造影 さ 膀胱 内部 の一部 しか造
造影 されない。 れ ない。 影 され ない。
(一)ほ とん どないし全 く造 ぽとん どない し全 く造 ほ とんどない し全 く造 ほ とん どない し全 く造
コン トラス トが悪 く診 影 され ない。 影 されない。 影 されない。 影 され ない。
断不可能 なもの













顔 面 蒼 白
息 苦 し さ
け い れ ん
麻 痺
血 圧 低 下



















+:薬 剤 を必要 としたもの










フィンに よる腎孟造影 と比較 した.
評 価 方 法
1・造影効果:Table3に示す4段 階の判定 基準
にしたがい,それぞれの撮影時間ごとに判定 した.






症 氏 年 性 体






















造 影 効 果
ネフログラム 腎 杯 腎 孟 尿 管 膀 胱
直後7分15分7分15分7分15分7分15分7分15分
十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 什
*十 十 十 什 十 什 十 十 十 朴
惜 帯 惜 什 帯 榊 什 十 荘 十 借
十 廿 什 柵 什 畳 帯 一 一 十 十
*十 十 十 昔 十 十 一 一 十 十
十 十 十 十 十 十 十 十 一 一 十
十 十 十 廿 十 十 十 一 十 一 十
*十 升 十 骨 十 十 一 十 一 十
十 廿 十 帯 什 帯 馳惜 十 十 一 十
*十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
什 骨 十 帯 惜 僻 帯 一 十 一 十
*十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
惜 帯 惜 艦・ 琳 珊 什 俳 什 十 ヨ十
*{HL榊 十 十 粋 什 十 十一 十 十
十 升 十 十 十 什 昔 十 十 十 十
什 井 辮 帯 惜 柵・ 帯 十 十 十 十
廿 十 十 帯 構 惜 什 十 十 一 一
一 一 一 十 十 十 十 十 十 十 十
十 十 十 十 十 什 刊一 十 十 十 十
*十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
一 十 十 昔 廿 十 十 十 一 十 十
*十 十 十 十 十 十 十 十 什 十
十 十 十 什 什 惜 帯 十 ザ 十 十
*十 十 帯 帯 惜 惜 十 十 十 十
{十 什 什 帯 惜 柵 帯 十 一 一 十
十 十 十 十 十 十 十 十 升 汁 十
*十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
什 什 十 十 十 十 十 十 十 十 十
*十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
普 十 什 十 十 ヨ十H十 十 十 一 十
*十 十 十 十 十 十 十 十 一 一
十 十 一 十 十 十 什 什 十 十 十






































Table6.部位 別 造 影 効果



































































Iop.:イオ パ ミロ ン(20例)






































































































































































































































































以 内 に血 液,生 化 学 的 検 査(RBC,WBC,Hb,Ht,
GOT,GPT,Al-P,LDH,T-BiL,BUN,Cr.,Na,
K)を お こ な っ た.
4.有 用 性 の判 定:そ れ ぞれ の部 位 の造 影 効 果,副
作用 の種 類 と重 症 度,臨 床 検 査 値 お よび患 者 の状 態 に
よ り総 合 的 に試 験 薬剤 の 有用 性 を 以 下 の5段 階に 評 価
した.什:ま わ め て有 用,十=有 用,+:や 」有 用,




















造影剤使用 前後に おける臨床 検 査成 績の結 果は













た13症例についてみるかぎ り,イオパ ミロンの方が コ
















































(1983年12月6日 迅 速 掲 載 受 付)
